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日本の小売業とマレーシアとの関係 

１９８１年のマハティール首相の「ルックイースト政策」（日本、韓国の集団为

義と勤労倫理を学べ）より、市場が開放されると同時に日本、韓国の建築業や

製造業、小売業が次々にマレーシアに進出した。 

小売業では、日本のヤオハン、忠実屋、キミサワ、ジャスコ、伊勢丹が進出し

たが、その後、前の３社は後に撤退しているが、後の３社は現在も健闘してい

る。 

現在マレーシアに進出している日系企業は１，４２５社である。 

そこで成長を続けるマレーシアの小売業を視察した。 

 

イオンマレーシア 

イオンは８０年代にマレーシアに進出して、２００９年には創業２５周年を迎

えています。 

現在マレーシアにＧＭＳ２３店舗、ＳＭ４店舗を展開している。 

イオンマレーシアの社員の９，０００名に対して日本人スタッフは３０名弱と

日本人比率は低い。店長も現地の従業員を採用している。 

マレーシアのでは、マレー系が６６％、中華系が２６％、インド系が８％とい

う複雑な民族構成の中、現地の従業員は現地の人間が管理をするといった政策

が成功の要因である。幹部の殆どは日本で研修を行っている。 

人事制度は、店舗は１００％現地従業員で構成され、それに対して店舗開発、

商品開発、営業統括などの業務は日本人が入っているが、本社業務の人事、財

務、法務、総務、広報と言った職務は全て現地の人材が行う、製造業に近い人

事システムを採用している。 

イオンの海外事業は、今後イオンマレーシアと中国事業を中心に出店を続ける

と発表している。 

現地では、日本型のＧＭＳはデパートと同じ評価がされている。発展途上国で

はハイパーマーケット、スーパーセンターなどの大型店が多い中、イオンはそ

れとは競合しない日本型ＧＭＳ業態で成長を続けている。 

 

 



イオンの中国およびアセアンにおける事業展開 

グループ 7 社で GMS５１店舗、SM２１店舗を展開しています。 

                       2010 年 7 月 20 日（予定） 

法人名 合計 GMS SM その他 

イオンマレーシア（＊１）  ２７  ２３   ４  － 

イオンタイランド  １１  －  １１   － 

アセアン事業計  ３８  ２３  １５   － 

イオンストア―ズ香港（＊１）  ３３   ６   ５ ２２（＊２） 

広東ジャスコチームストア―ズ   ８   ８   －   － 

青島イオン東泰   ６   ６   －   － 

イオン華南（＊３）   ７   ６   １   － 

北京イオン   ２    ２   －   － 

中国事業計  ５６  ２８   ６  ２２  

海外店舗合計  ９４  ５１  ２１  ２２ 

＊１ イオンマレーシアはマレーシア証券取引所、イオンストア―ズ香港は香港証券取引所に上場。さら

に、ミニストップ（株）が、エリアＦＣにより、韓国、フィリピン、中国の３カ国においてミニストップ

（ＣＶＳ）を展開しています。 

＊２ １６店舗は１０＄ショップ、３店舗は弁当ショップ、３店舗はリビングプラザ。 

＊３ 深圳イオンとイオンチャイナは２００９年９月３日付で、深圳イオンを存続会社としてイオンチャ

イナを吸収合併し、社名を「イオン華南」に変更しました。 

                                イオン ニュースリリースより 

 

 

テスコ 

テスコ（Tesco）は、イギリスに本拠地を置く小売を为体とする企業。 

小売業では、ウォルマート、カルフールに次ぐ世界第３位の企業。 

スローガンは、「Every  Little  Helps」である。 

フォーマットは、テスコ・エクストラ（ハイパーマーケット）、 テスコ・スー

パーストア（大型スーパーマーケット）、 テスコ・エキスプレス（生鮮食品を

扱う小型店） テスコ・メトロ（コンビニに近い小型店）など。 

日本では、２００３年に売上高４４０億円の「つるかめ」を買収。日本でテス

コの名はなじみが薄いが、競馬好きは覚えているかも知れないが、「テスコボー

イ」というテスコの創業者ジャック・コーエン所有の馬と、その子の「テスコ

ガビ―」はあまりにも有名であった。 

アメリカでは、「フレッシュ＆イージー」の名前で出店し１０，０００店を目指

すと発表している。 



マレーシアには２００２年に参入し、現在テスコ・エクストラとテスコ・スー

パーストアを３５店舗展開している。 

表を見て分かるとおり、マレーシアと中国だけが７，０００㎡を超える平均売

場面積を有しているということは、大型店に絞り出店しているということであ

る。 

日本のテスコ・エキスプレス（つるかめ）平均売場面積は３１２㎡（９４．５

坪）、アメリカのフレッシュ＆イージーは９３３㎡（２８３坪）と、発展途上国

は大型店、先進国は小型店と業態を分けて出店するテスコの地域戦略が見えて

くる。 

日本で１００坪以下、アメリカで３００坪以下のビジネスモデルの実験をして

いるのではないかと思われる。 

 

テスコの国別店舗とその歴史 （２０１０年現在）    CVS、小型店含む  

国名 店舗数 前年増減 平均面積 参入年 

イギリス ２，４８２店  ＋２００店 １，２２９㎡ １９１９年 

フランス     １店 －１店     ０ １９９２年 

ハンガリー   １７６店 ＋２７店 ３，４９２㎡ １９９４年 

ポーランド   ６０２店 ＋２８店 ３，０８８㎡ １９９５年 

スロバキア    ８１店   ＋１１店 ３，６１１㎡ １９９６年 

チェコ共和国   １３６店 ＋２３店  ３，３４１㎡ １９９６年 

アイルランド   １１９店    ＋３店  ２，３６６㎡ １９９７年 

タイ   ６６３店   ＋９２店  １，４７１㎡ １９９８年 

韓国   ３０５店   ＋６３店  ３，３２８㎡ １９９９年 

マレーシア    ３５店    ＋３店  ７，４４６㎡ ２００２年 

日本   １４２店 ＋７店 ３１２㎡  ２００３年 

トルコ   １０５店    ＋９店  ２，２１１㎡ ２００３年 

中国    ８８店   ＋１８店  ７，４７０㎡ ２００４年 

アメリカ   １４５店   ＋３０店    ９３３㎡  ２００７年 

イギリス除

くトータル 

２，３３１店  ＋３０２店  ２，４３０㎡  

イギリス含

むトータル 

４，８１３店  ＋５０２店  １，８１１㎡  

                            テスコｈｐより 

 

 

 



カルフール 

カルフールは、世界各地にハイパーマーケットチェーンを展開する世界第２位

のフランスの小売業です。 

東南アジアでは、タイに４２店舗、マレーシアに２３店舗、シンガポールに２

店舗を展開している。東南アジア３カ国の事業の売却を発表し、タイの店舗は

同じフランスの小売業であるカジノ・グループ（ビックＣ）に３５５億バーツ

（約１，０００億円）で売却が決定。ちなみに、カジノ・グループ（ビックＣ）

は、現在バンコクに２６店舗、地方に４３店舗を持ち、カルフールの４２店舗

を加えれば１１１店舗と、テスコ・ロータスの９０店舗を抜きタイではナンバ

ーワンの小売業となる。 

マレーシアとシンガポールの事業入札には、テスコ、イオン、デイリー・ファ

ームなどが名乗りを上げたが、２回の入札を行った結果、価格の折り合いが合

わず売却を中止した。中止した理由の一つには、マレーシアは今年に入り急激

に景気が回復し、２０１０年の統計局の発表によると流通小売業の４～６月期

の売上の伸びは、前年同月比１２．６％もの伸びであったことから、入札価格

にその成長期待分が加味されていなかったと判断したのではないかと推測する。 

株为は納得しても、消費者、従業員、取引先の信頼をいかに回復できるかが今

後のカギであると考える。 

 

 

デイリーファーム 

デイリーファームは香港のコングロマリットのジャーディン・マセソン傘下の

小売企業である。アジアに９５６店舗（シンガポール４３３店、マレーシア１

８６店、インドネシア２２２店、インド１１５店）を展開しています。 

为な業態は、ウェルカム、コールド・ストレージ（スーパーマーケット）、マー

ケットプレイス（高級食料品店）、ジャイアント（ハイパーマーケット）、セブ

ンイレブン（コンビニエンスストア）、イケア（ホームセンター）、マ二ングス

（ドラッグストア）などです。 

マレーシアでは、現在１０５店舗のジャイアント（小型店も含む）と１６店舗

のコールド・ストレージを展開しています。 

デイリーファームの歴史は企業買収の歴史でもあります。シンガポールでは、

イギリスコールド・ストレージを買収、マレーシアではジャイアント、ロイア

ル・アホルドから「トップス」、ビンタンの小売業から１５店舗と次々に企業買

収を重ねて急拡大を続け、現在マレーシアナンバーワンの小売企業です。 

 

 



イオン ＡＥＯＮ ＭＡＨＫＯＴＡ ＣＨＥＲＡＳ Ｓ．Ｃ 

 

 
イオン SC 入口    左は進行住宅街   右側は地元商業施設  

 
 店内レイアウト    店舗数       ジャスコ部分 

 
 レジアウト     レジアウト寿司     専門店街  

 
これだけ買って 1000 円 ジャックフルーツ  ジャスコ PB 商品 

以下          皮むきパイナップル 

 
 亀ゼリー缶詰    乳酸菌飲料     バイオレンスに関する宣言  

クアラルンプール市内から車で２５分程のマコタ・チェラスの新興住宅地の２

層型の日本型ＧＭＳ。２０１０年７月２０日にオープンした。７７の物販とサ

ービスの専門店が出店している中型のＧＭＳである。 



売場面積８，４００㎡ 駐車場台数（屋上駐車場含む）６９０台 従業員数 ４

４０名（内ジャスコ２４０名） ＳＣ商圏２５万人 ＳＣマネジャー、ジャス

コ店長はいずれもマレーシア人。 

店の感想は、土日型の店舗でまだ開店して間もないことから平日は客が少ない。 

ジャスコの店舗は、日本とは違い生鮮食品を絞り込み、ドライ食品、ヘルス＆

ビューティー（ジャスコウェルネス）を拡大している。第２コ―ナ―から第３

コーナーのコンコース壁面は殆どがＰＢ商品などのドライ食品である。現地で

開発したＰＢ商品が多く、「トップバァリュー」は殆ど見当たらなかった。日本

と同じ商品を現地で販売したら高くなってしまうからであろう。 

警備員や清掃員の数が目立ち床はどこもピカピカであった。これから人口が増

えることを見越した店である。  

 

テスコ・スーパーセンター ＡＭＰＡＮＧ店 

 

 
テスコスーパーセンター   店舗入口      青果はコンテナ陳列 

 
魚種は少ないが水槽もある 鮮魚の丸物    ハラ―ルされていない肉売場 

 
  鮮魚売場       中通路の島陳列      腰をかけ陳列 

アンパン地区のテスコのテスコ・スーパーセンターを視察した。スーパーセン

ターとテスコ・エクストラの見分け方は、スーパー・センターは店の看板にテ

スコ以外なにも書いてないが、テスコ・エクストラは、「テスコ・ＥＸＴＲＡ」

と書いてあるから区別がつく。 



平日にも関わらず、駐車場は満杯、売場も大型カートが通れないほどの繁盛ぶ

りだ。翌日がイスラムのお祭りで休日であるとのこと。平均売場面積が２，２

５６坪だけあってかなりの大型店だ。魚、肉は対面販売でそこに長い行列が続

く、豚肉はハラ―ルの商品（イスラム法で食べてよい食品）でハラ―ルで無い

商品は別部屋で販売している。 

中通路も広く、ワゴンを置いて市場スタイルの販売の仕方が印象的であった。 

 

 

カルフール ＷＡＮＧＳＡＭＡＧＪＵ店 

 

 
  店舗入口      ジャックフルーツ     豚肉の切り売り 

 
 吊るし切り専用什器   ドライ飲料売場     チルド飲料売場 

 
   鮮魚売場      ドライ食品売場    ローラースケーター 

市内から車で２０程の所にある少し古いカルフールのハイパーマーケット。 

１階が駐車場で２階が売場の標準的な店舗。売場のレイアウトも標準的な店舗。

マレーシア事業売却の話題が集中する時期でもあったので売場の士気が落ちて

いる印象を持った。売場は品切れが多く、飲料など棚がガラガラの状態であっ

た。レジに並んでいる間にも２件も商品の未登録があり、ローラースケーター

が忙しく走りまわっている状態だ。豚肉の吊るし切りが印象的であった。 

レジは１５台ほど開いていたが、サリーをかぶっている従業員の中に１人、２

人サリーをかぶらない従業員がいる。中国系またはインド系である。民族構成



をそこで見ることができる。 

 

ジャイアント ＰＡＳＡＲ ＲＡＹＡ 

 

 
   店舗看板       店舗入口        鮮魚売場 

 
 冷凍食品バラ売り    鶏肉バラ売り     フック関連陳列 

 
 乳酸菌飲料       たまご売場      ピロ―タイプ食用油 

 
 ３段重ね弁当箱     大型中華鍋      中華スープと紅茶 

デイリーファームのハイパーマーケット業態のジャイアント。 

ジャイアントの名前であっても全て大型店ではないことが分かった。見学した

店舗は５００坪以下の店であった。地域密着型の店で、生鮮食品や冷凍食品の

バラ売りが目立つ。ここでも豚肉の吊るし切りの対面売場があり、それを使っ

たデリカ売場がその隣にある。食品売場ではジャイアントスタイルのフック陳

列も徹底している。 

ピロ―タイプの２リットルの食用油、ステンレス製の３段重ねの弁当箱、業務

用かと思わせる大型の中華鍋などが印象的であった。 



コールドストレージ ツインタワー店 

 

 
ツインタワー内部      店舗入口      バナナの陳列什器 

 
青果売場        精肉売場      ドライ食品売場 

 
  酒売場天井       デリカ売場     値引きは手書き 

 
賞味期限 2011 年 1 月 2６日の豆腐 バクテ―ハーブ  食用のほうずき  

マレーシアのランドマークであるツインタワー内にある、デイリーファーム傘

下のスーパーマーケット。香港や台湾では「ウエルカム」、マレーシアとシンガ

ポールでは、買収した店舗の名前をそのまま使って「コールドストレージ」で

営業している。店舗は以前は同列の高級食料品店「マーケットプレイス」で開

店したが、現在はスーパーマーケットのコールドストレージに変わっているが、

品揃えは少し高めの商品や土産物を置いてある。 

円形のバナナの陳列什器が印象的であった。カット豆腐（水の入った豆腐）の

賞味期限を見たところ、買った日は２０１０年の１０月２０日であるが、「おい

すく食べられる期限」と書いてあり、「２０１１年１月２６日」と２カ月以上持

つ豆腐であった。食品添加物を使わなければそれは不可能ではないかと思う。 



伊勢丹 ツインタワー店 

 

 
１階伊勢丹入口     ３階食品売場       青果売場 

 
  寿司売場     コンコース      魚売場 

 
   精肉売場       惣菜売場       豆腐専門店  

同じくツインタワーの中にある伊勢丹のスーパーマーケット。 

シャワー効果を狙って売場を３階に配置しているが、何か違和感がある。 

店は日本の商品を扱う少し高級なスーパーマーケットで、日本の惣菜や寿司、

手作り豆腐、厚揚げなどを販売する。少し価格は高いが日本の食品がすべて揃

うことから、日本人のロングステイ組み、現地駐在員に指示されているのであ

ろう。 

デイリーファームとの高級食料品店との競争には勝っている。ブランド力の違

いであったと推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



バクテ―とスチームポット 「新峰肉骨茶」と「客家」 

 

 
 新峰肉骨茶のテラス    レジ前       肉骨茶とあさり炒め 

 
熱湯の入った殺菌用ボール   肉骨茶       腸には具が入っている 

 
客家（ハッカ）看板    ハッカのテラス    スチームポットの具材    

 
客の前で調理    日本の塩ちゃんこの様な物   

マレーシアの代表的な料理、肉骨茶（バクテ―）と火鍋（スチームポット） 

「肉骨茶」は、十数種類の乾燥した漢方薬と豚肉やその内臓肉、野菜を醤油ベ

ースで煮込んだもの（注文は２人前から）を唐辛子入りの醤油を付けて食べる。

漢方薬の香りはするが、薄めの味付けなので肉のスープがよく出ていてやみつ

きになる味だ。「新峰肉骨茶」は、１，９７１年創業の老舗。 

「火鍋」は、一言でいえば日本の「塩ちゃんこ」様な物で、これも薄味なので

いくらでも食べられる。内容は、鶏肉、えび、フィッシュポール、白菜、空芯

菜、きのこ、乾燥湯葉、はるさめ、中華麺（注文は２人前から）などで、まっ

たく日本の鍋と同じで食べやすい。「客家」は１，９５７年創業の火鍋の老舗。 

マレーシアの料理は日本人の口によく合う。 


